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八
山
崎
甲
一
教
授
略
歴
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
月　
　
　
　
　
　
新
潟
県
生
ま
れ
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
三
月　
　
　
　
　
　
新
潟
県
立
六
日
町
高
等
学
校
卒
業
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
四
月　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
文
学
部
第
一
部
国
文
学
科
入
学
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月　
　
　
　
　
　
同
学
科
卒
業
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
入
学
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
三
月　
　
　
　
　
　
同
課
程
修
了
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
四
月　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
文
学
部
助
手　
国
文
学
研
究
室
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
四
月　
　
　
　
　
　
鶴
見
大
学
女
子
短
期
大
学
部
専
任
講
師
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月　
　
　
　
　
　
同
助
教
授
平
成　
二
年
（
一
九
九
〇
）
四
月　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
文
学
部
助
教
授
平
成　
七
年
（
一
九
九
五
）
四
月　
　
　
　
　
　
同
教
授
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
四
月　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
文
学
部
第
二
部
国
文
学
科
主
任
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
文
学
部
第
一
部
日
本
文
学
文
化
学
科
主
任
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
一
〇
月　
　
　
　
　
通
信
教
育
部
長
（
平
成
一
六
年
三
月
ま
で
）
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
二
月　
　
　
　
　
　
『
夏
目
漱
石
の
言
語
空
間
』
に
て
博
士
（
文
学
）
東
洋
大
学
九
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
四
月　
　
　
　
　
　
東
洋
学
研
究
所
長
（
平
成
二
二
年
三
月
ま
で
）
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
主
任
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）
　
鶴
見
大
学
在
職
の
間
、
東
洋
大
学
短
期
大
学
、
文
学
部
の
非
常
勤
講
師
。
東
洋
大
学
在
職
の
間
、
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
）。
　
〔
所
属
学
会
〕
日
本
近
代
文
学
会
、
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
、
解
釈
学
会
（
委
員
）、
芸
術
至
上
主
義
文
芸
学
会
、
川
端
康
成
学
会
、
花
袋
研
究
学
会
。
主
要
業
績
一
覧
〔
著　
　
書
〕
芥
川
龍
之
介
の
言
語
空
間
笠
間
書
院　
平
成
一
一
・
三
夏
目
漱
石
の
言
語
空
間
笠
間
書
院　
平
成
一
五
・
一
無
限
大
な
安
吾（
共
著
代
表
）
菁
柿
堂　
平
成
一
九
・
八
〔
共
同
研
究
〕
日
本
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ
ン
ド
、
中
国
に
お
け
る
共
生
的
精
神
文
化
の
諸
相
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
平
成
二
六
～
二
八
年
度
研
究
報
告
書
代
表
平
二
九
・
二
一
〇
〔
論　
　
文
〕
『
猫
』
の
終
焉（
上
）（
中
）（
下
）
『
文
学
論
藻
』
五
二
号　
昭
五
二
・
一
二
『
鶴
見
大
学
紀
要
』
一
六
号　
昭
五
四
・
二
『
鶴
見
大
学
紀
要
』
一
七
号　
昭
五
五
・
三
自
知
の
明
と
い
う
こ
と
─
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
発
端
の
形
式
に
つ
い
て
『
鶴
見
大
学
紀
要
』
一
八
号　
昭
五
六
・
三
「
蝿
」
の
虚
構　
─　
対
話
な
き
人
々
の
群
れ
『
鶴
見
大
学
紀
要
』
二
七
号　
平
二
・
三
「
五
月
晴
と
知
人
」
に
つ
い
て　
─　
詩
の
言
葉
『
東
洋
』
二
八
巻
四
号　
平
三
・
四
『
雪
国
』
の
指
と
手　
─　
自
意
識
と
自
然
『
解
釈
と
鑑
賞
』
別
冊　
平
一
〇
・
三
夢
の
底　
―　
芥
川
の
晩
年
「
年
末
の
一
日
」
─
『
文
学
論
藻
』
七
四
号　
平
一
二
・
三
芥
川
龍
之
介
の
「
蜃
気
楼
」
─
凝
視
と
感
受（
上
）（
下
）
『
東
洋
学
研
究
』
三
九
号　
平
一
四
・
三

『
文
学
論
藻
』
七
六
号　
平
一
四
・
三
『
雪
国
』
─　
首
尾
照
応
の
構
図　
─　
心
の
底
か
ら
高
み
へ
『
東
洋
』
三
九
巻
二
号　
平
一
四
・
五
芥
川
龍
之
介
の
「
父
」
─　
多
く
の
師
、
一
人
の
主
『
文
学
論
藻
』
七
七
号　
平
一
五
・
三
「
杜
子
春
」
の
収
束
部
に
つ
い
て　
―　
研
究
、
批
評
と
い
う
こ
と　
―
『
東
洋
』
四
三
巻
六
号　
平
一
八
・
九
井
上
円
了
と
夏
目
漱
石　
裸
足
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
五　
平
一
八
・
九
漱
石
の
『
心
』
─　
遺
書
の
分
量
に
つ
い
て
『
文
学
論
藻
』
八
一
号　
平
一
九
・
二
文
学
研
究
と
文
化
研
究
の
現
在　
─　
漱
石
・
文
学
批
評
の
論
、
及
び
芥
川
「
密
柑
」、
横
光
「
蝿
」
の
こ
と

『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
四
三
集　
平
一
九
・
三
一
一
漱
石　
修
善
寺
の
大
患　
─　
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
を
貫
く
も
の
『
東
洋
学
研
究
』
別
冊　
平
一
九
・
三
川
端
康
成
「
骨
拾
ひ
」
私
見　
─　
ま
だ
生
き
て
ゐ
る
、
桃
『
年
報　
川
端
康
成
へ
の
視
界
』
二
二　
平
一
九
・
六
「
風
博
士
」
私
見　
─　
永
遠
に
戦
慄
す
べ
き
怪
物
『
東
洋
』
四
四
巻
六
号　
平
一
九
・
九
「
薤
露
行
」
に
つ
い
て　
─　
真
の
勇
士
、
壮
夫
と
い
う
こ
と
『
文
学
論
藻
』
八
二
号　
平
二
〇
・
二
「
蜘
蛛
の
糸
」
小
論　
─　
解
釈
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
『
東
洋
通
信
』
四
六
巻
九
号　
平
二
一
・
一
二
龍
之
介
の
レ
イ
プ
小
説
な
る
も
の　
─　
文
化
研
究
、
ソ
シ
テ
文
学
研
究
『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』
三
九　
平
二
五
・
一
一
『
坊
ち
ゃ
ん
』
の
頭
尾　
─　
自
立
へ
の
道
筋
『
文
学
論
藻
』
八
八
号　
平
二
六
・
二
川
端
康
成
と
坂
口
安
吾　
─　
こ
と
ば
の
力
・
文
字
言
語
表
現
の
チ
カ
ラ
『
東
洋
学
研
究
』
五
一　
平
二
六
・
三　
　
坂
口
安
吾
に
お
け
る
〝
文
学
〟
─「
大
阪
の
反
逆
」
の
視
座
『
東
洋
通
信
』
五
一
巻
一
号　
平
二
六
・
三
芥
川
龍
之
介
の
「
白
」
─　
「
夢
十
夜
」
と
の
関
連
か
ら
『
東
洋
学
研
究
』
五
二
号　
平
二
七
・
三
『
永
日
小
品
』
の
「
人
間
」
─　
印
袢
天
を
着
た
酔
っ
払
い
と
群
集
『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』
四
一　
平
二
十
七
・
一
一
漱
石
、
龍
之
介
に
お
け
る
相
対
的
他
者
の
視
座　
─　
「
永
日
小
品
」・「
火
鉢
」
と
「
戯
作
三
昧
」
『
東
洋
学
研
究
』
五
三　
平
二
八
・
三　
　
安
吾
の
津
世
子
像
、
津
世
子
の
安
吾　
─　
自
我
の
省
察
と
他
の
発
見
『
東
洋
通
信
』
五
三
巻
一
号　
平
二
八
・
四
「
伊
豆
の
踊
子
」
こ
と
ば
の
情
理
性　
─
祈
り
の
表
現
、
文
字
言
語
の
定
着
『
東
洋
通
信
』
五
四
巻
二
号　
平
二
九
・
六
川
端
康
成
の
「
有
難
う
」
─　
三
人
の
巡
り
合
わ
せ
、
い
い
運
『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』
四
三　
平
二
九
・
一
一
掌
の
小
説
「
帽
子
事
件
」
─　
胸
の
嘆
き
と
弱
く
戦
っ
て
い
る
現
れ
『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』
四
四　
平
三
〇
・
一
一
　
　
（
＊
二
〇
二
〇
年
度
に
、
漱
石
論
集
と
芥
川
論
集
の
二
冊
を
刊
行
予
定（
新
典
社
）
）
